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「元気の出るまちづくりを進めます」
(５月１日　永田町長初登庁）



減
、
町
議
会
議
員
選
挙
が
４
・　
３７

ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
票
は
、
投
票
日
と
同
日
の
４

月　

日
午
後
９
時
か
ら
町
体
育
セ

２２
ン
タ
ー
で
、
選
挙
立
会
人
や
開
票

参
観
人
ら
が
見
守
る
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
長
選
挙
は
、
立
候
補
の
届
出

日
の
４
月　

日
午
後
５
時
ま
で
に

１７

永
田
元
一
氏
、
小
杉
史
朗
氏（
届

出
順
）が
立
候
補
の
届
出
を
行
い

ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
の
選
挙
で
は
、
今

回
か
ら
定
数　

名
の
と
こ
ろ
、
届

１８

出
日
の　

日
午
後
５
時
ま
で
に　

１７

２２

名
が
立
候
補
の
届
出
を
行
い
ま
し

た
。

　

投
票
は
、
期
日
前
投
票
と
町
内

　

か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
投

１３票
率
は
町
長
選
挙　

・　

％
、
町

６８

７４

議
会
議
員
選
挙　

・　

％
で
、
町

６８

７２

長
選
挙
が
前
回（
平
成　

年
４
月

１５

　

日
執
行
）よ
り
４
・　

ポ
イ
ン
ト

２７

３５

　

た
か
は
し　

修
司

　

栗
田　

せ
い

　

渡
辺　

な
お
じ

　

い
た
ば
し　

一
好

　

い
が
ら
し　

清

�
栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

　

小
山
市
・
野
木
町
選
挙
区
の
栃

木
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
無
投
票

で
し
た
。

　

当
選
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
届
出
順
、
敬
称
略
）

町
長
選
挙
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

得
票
数

８
０
４
４

６
１
５
５

氏　

名

永
田　

元
一

小
杉
し
ろ
う

年　

齢

　
７１

　
６４

　

こ
の
た
び
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
２
期
目
と
な

り
ま
す
が
、
５
月
１
日
に
野
木
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
す
が
、
全
力
で
、
安
心
、
安
全
で
活
気

に
満
ち
た
町
づ
く
り
の
た
め
一
生
懸
命
働
く
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
改
革
の
継
続
に
よ
り
「
元
気
の
出
る
ま
ち
・
野
木

町
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、「
人
が
元
気
」「
地
域
が
元
気
」

「
産
業
が
元
気
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら
元
気
づ
く
り
を
進
め
、

活
気
に
満
ち
た
賑
わ
い
の
あ
る
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

野木町長

永田　元一

� �����

町
長
に
永
田
元
一
氏
が
当
選

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

２
期
目
へ
向
け
て
決
意
も
新
た
に

各投票区の投票結果（町長選挙）

投票率（％）投票者数（人）有権者数（人）投票所名投票区

77.199511232友 沼 小 学 校１

69.1316352365松原コミュニティセンター２

66.319961502野 木 会 館３

65.84634963野渡コミュニティセンター４

72.9414421977南 赤 塚 小 学 校５

61.768221331野 木 町 公 民 館６

66.8416292437新 橋 小 学 校７

63.1515272418丸 林 西 会 館８

67.0612381846土地区画整理記念会館９

67.4310641578老 人 福 祉 セ ン タ ー１０

68.8010211484潤島コミュニティセンター１１

76.0310851427佐 川 野 小 学 校１２

85.52449525川 田 集 落 セ ン タ ー１３

68.741449321085計

（2）

※
今
回
当
選
し
た
町
長
の
任
期
は
、

平
成　

年
５
月
１
日
か
ら
、
平
成　

１９

２３

年
４
月　

日
ま
で
で
す
。

３０



　

今
回
当
選
し
た
議
員
の
任
期
は
、
平

成　

年
５
月
１
日
か
ら
、
平
成　

年
４

１９

２３

月　

日
ま
で
で
す
。

３０

伊藤卓男氏
（２期目）

福田征一氏
（３期目）

長澤晴男氏
（１期目）

鈴木佳雄氏
（３期目）

宮�美知子氏
（５期目）

真�一郎氏
（５期目）

鈴木 守氏
（３期目）

山口喜代司氏
（２期目）

三橋昭夫氏
（３期目）

 野孝良氏
（１期目）

伏木　浩氏
（５期目）

臼井幸男氏
（３期目）

 野崇泰氏
（２期目）

池田朝子氏
（２期目）

上原清一氏
（４期目）

 野栄一氏
（５期目）

眞瀬薫正氏
（３期目）

小池雄一郎氏
（２期目）

町
議
会
議
員
選
挙
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

当〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃次

氏　

名

池

田

あ

さ

子

山

口

き

よ

し

宮

崎

美

知

子

小
池
ゆ
う
い
ち
ろ
う

福

田

征

一

ま

せ

一

郎

長

沢

は

る

お

鈴

木

た

か

し

た

て

の

栄

一

 

野

た

か

や

す

真

瀬

よ

し

ま

さ

三

橋

昭

夫

伏

木

浩

上

原

清

一

た

て

の

孝

良

う

す

い

幸

男

鈴

木

佳

雄

い

と

う

卓

男

あ

べ

幸

夫

山

中

う

し

ま

つ

福

田

し

げ

お

か

め

や

ま

直

幹

得
票
数

1
3
5
2

1
2
6
2

1
1
6
0

,
8
9
0

　

7
8
7
・
6
4
3

0
7
8
0
・
1
9
4

0
7
0
8

0
7
0
3
・
5
6

,
6
8
2
・
8
5
5

0
6
7
3
・
8
0
4

,
6
4
1
・
8
0
5

0
6
1
2

0
6
0
9

,
5
9
9

,
5
9
1
・
3
3
9

,
4
9
0

0
3
9
5
・
4
3
9

0
3
4
6

0
3
4
0

0
3
3
1

,
1
8
9
・
3
5
6

0
1
0
7

（3）

町
議
会
議
員
に
当
選
し
た
方
々
（
届
出
順
）



（4）

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

　

ご
み
処
理
に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
と
と
も
に
、
現
在
の
ご
み

処
理
施
設
も
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。
町
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
が
必
要
で
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
方
法
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

�
資
源
物
は
集
団
回
収
を
活
用
す

　

る

�
生
ご
み
は
十
分
に
水
切
り
を
す

　

る

�
買
物
袋
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
の

　

利
用
を
で
き
る
だ
け
し
な
い

�
商
品
の
過
剰
な
包
装
は
断
る

　

ま
た
、
事
業
所
に
お
い
て
も
、

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

ご
み
の
分
別
調
査
の
状
況

　

町
保
健
環
境
委
員
に
よ
り　

年
１８

度
に
実
施
し
た
ご
み
の
分
別
調
査

の
結
果
を
ま
と
め
る
と
主
に
次
の

よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
十
分
注
意
し
て
ご
み
を
出
し

ま
し
ょ
う
。

�
生
ご
み

・
紙
袋
に
氏
名
が
未
記
入
で
あ
る

・
水
切
り
が
悪
く
紙
袋
が
破
け
る

・
新
聞
紙
に
包
ま
ず
直
接
紙
袋
に

　

入
れ
て
あ
る

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
あ
る

・
生
ご
み
以
外
の
も
の
が
混
入
さ

　

れ
て
い
る

�
資
源
物

・
新
聞
紙
に
「
野
木
町
所
有
」
と

書
い
て
な
い

・
ビ
ン
の
ふ
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

の
キ
ャ
ッ
プ
が
取
り
除
い
て
な

　

い
・
段
ボ
ー
ル
を
縛
っ
て
な
い

・
資
源
物
以
外
の
ご
み
が
出
さ
れ

　

て
い
る

・
ビ
ン
、
缶
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

　

れ
た
ま
ま
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て

　

あ
る

　

町
内
の
ご
み
集
積
所
は
、「
可
燃

ご
み（
生
ご
み
・
可
燃
ご
み
）」
と

「
不
燃
ご
み
」
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、

全
部
で
約
６
４
０
か
所
あ
り
ま
す
。

　

分
別
収
集
を
開
始
し
た
時
よ
り

も
随
分
改
善
さ
れ
、
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
も
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。
ご
み
集

積
所
は
、
利
用
す
る
人
自
身
が
管

理
者
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
く
だ
さ
い
。
最
後
ま
で
責
任
を

持
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
出
し
の
５
つ
の
ル
ー
ル

①
決
め
ら
れ
た
日
に

②
決
め
ら
れ
た
場
所
に

③
生
ご
み
は
、
水
を
よ
く
切
っ
て

新
聞
紙
２
枚
以
下
に
包
み
、
町
指

定
の
紙
袋
に
入
れ
氏
名
を
記
入
し
、

可
燃
ご
み
は
、
透
明
又
は
白
色
半

透
明
の
袋
に
入
れ
る

④
不
燃
ご
み
は
、
透
明
又
は
白
色

半
透
明
の
袋
に
入
れ
る

※「
蛍
光
灯
」
及
び
「
ア
ス
ベ
ス
ト

を
使
用
し
た
家
庭
用
品
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
透
明
又
は
白
色
半
透
明
の

袋
に
入
れ
る
…
他
の
不
燃
ご
み
と

混
合
し
な
い

⑤
後
始
末
を
き
れ
い
に

� ����������������������������
遊
水
地
が
き
れ
い
に
！ 

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

４
月　

日
に
渡
良
瀬
遊
水
地
で
、

２１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
の
参
加
に
よ
り
、
５

ト
ン
も
の
ご
み
が
回
収
で
き
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
心

無
い
人
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の
多

さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
一
人
ひ

と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
私
た
ち

の
憩
い
の
場
で
あ
る
渡
良
瀬
遊
水

地
の
自
然
を
大
切
に
保
全
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

最最最最最最最最最最最後後後後後後後後後後後まままままままままままででででででででででで責責責責責責責責責責責任任任任任任任任任任任ををををををををををを持持持持持持持持持持持っっっっっっっっっっっててててててててててて
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②
資
源
物
の
回
収
を
自
分
た
ち
の

手
で
実
施
で
き
る
団
体

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

例
→
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
P
T
A
な
ど

問
町
環
境
交
通
課

　
　
　
　
　
　
�
（　

）４
１
３
１

５７

�
町
で
は
、
資
源
物
を
集
団
回
収

し
た
団
体
に
報
奨
金
を
交
付
し
て

い
ま
す

　

報
奨
金
は
、
民
間
回
収
業
者
に

売
却
し
た
資
源
物
の
重
量
に
対
し
、

１　

当
た
り
６
円
の
金
額
で
す
。

kg
交
付
対
象
と
な
る
団
体
の
資
格
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
団
体
の
資
格
〉

①
町
に
資
源
物
集
団
回
収
団
体
と

し
て
登
録
し
て
あ
る
こ
と

登
録
方
法
→
町
環
境
交
通
課
に
備

え
付
け
の
届
出
用
紙
を
提
出
す
る
。

※
現
在
登
録
し
て
あ
る
団
体
も
、

毎
年
度
届
出
が
必
要
で
す
。

 

３
３
０
ト
ン 

回
収
で
き
ま
し
た

　

年
度
資
源
物
集
団
回
収
報
告

１８
　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
１

年
間
で
約
３
３
０
ト
ン
の
資
源
物

を
再
資
源
化
で
き
ま
し
た
。

　

不
用
に
な
っ
た
新
聞
・
ア
ル
ミ

缶
・
ビ
ン
類
な
ど
を
地
域
の
集
団

回
収
に
出
し
て
、
ご
み
の
資
源
化

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。 

18年度  団体別資源ごみ回収実績
回収量（㎏）回数団　　　体　　　名

10,22011丸林東中１子供育成会

8801丸林東下２育成会

16,89010丸林西区

2,2982丸林西中３育成会

6,4165丸林西中２育成会

5,7702丸林西中１子供会

3,2411松原１育成会

1,6711松原２子供会育成会

7,7205新橋東１子供会育成会

4,2726新橋東２あっぱれ子供会育成会

2053新橋東３育成会

1,9682大塚１子供会

2,0102大塚２子供会育成会

3912行家自治会婦人部

18,62012プレシーンキッズ

4809卯の木２子供会

15,5647北斗自治会

1,4262北斗子供会育成会

3,8201中之内子供会育成会

8,02922社会福祉法人パステル

2,7801御門子供会育成会

48,7302野木小学校

7,0202友沼小ＰＴＡ

461南赤塚小学校

25,5893南赤塚小学校ＰＴＡ

55,4203佐川野小学校

13,1707新橋小学校ＰＴＡ

49,7201野木中学校

1,2602野木中福祉委員会

7,4303野木第二中学校

901友沼小学校児童会

9401丸林東下５子供会育成会

2,3501座又子供会

1,8101柏山子供育成会

1,3301栗山子供会

329,576136合　　　　　　計

回 収 量 内 訳
18年度17年度資 源 物 の 種 類
223,790243,321新 聞 紙

可 燃 物 類

56,26061,610雑 誌
41,96966,580ダン ボール
460820布
1500そ の 他

322,629372,331小　　計
028ビ ン

不 燃 物 類 6,9477,766ア ル ミ 缶
6,9477,794小　　計

329,576380,125合　　　計

ごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみ出出出出出出出出出出出しししししししししししははははははははははは
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第２３回町婦人 
バレーボール大会

日　時　６月１７日、２４日（日）
　　　　午前９時～
場　所　町体育センター
対象者　町在住在勤者の家庭婦人
種　目　９人制バレーボール
参加料　１チーム1,000円
申込期限　６月１２日
抽選会　６月１２日（火）
　　　　午後７時３０分～　町公民館

問渋谷友子 �（57）0162

第３２回 
町野球選手権大会

日　時　社会人→６月１７日、２４日、
　　　　　　　　７月１日（日）
　　　　学童→７月１日、８日（日）
　　　　いずれも午前９時～
場　所　町総合運動公園
対象者　町野球連盟登録チーム
　　　　学童は町内チーム
参加料　１チーム7,000円
申込期限　６月１３日

問岡村　勝 �（57）4130

町バウンドテニス 
交流大会

日　時　７月１日（日）
　　　　午前９時～
場　所　町体育センター
参加料　１人1,000円
種　目　ラリー戦　ダブルス戦
申込期限　６月１５日

問小林　繁 �（57）1353

貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト
　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセットは、入れないでください。
　開館中は、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会
■
日　時　６月８日（金）
　　　　午前１１時～１１時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　グレース森
■
日　時　６月１２日、１９日、２６日(火）
　　　　午前１１時～１１時２０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　ピノキオ
■
日　時　６月１６日（土）
　　　　午後２時～２時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
プログラム　絵本と紙しばい　他
対　象　４歳位から小学生
ボランティア団体　ピノキオ

こども映画会

「リトル・マーメイド」
日　時　６月２３日（土）
　　　　午後２時～３時２５分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館
　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸出ができ
ますのでご利用ください。
　ただし、児童書が中心でビデオの
貸出は行っていません。

６�８　南赤塚小　1３：３０～１４：３０
６�１２　佐川野小　１３：１５～１４：００
６�１４　新橋小　　１３：１５～１４：３０
６�２２　友沼小　　１３：１５～１４：１５
６�２８　野木小　　１３：００～１４：３０

新着図書案内
＜一般書＞
�もう愛の唄なんて詠えない

（さだまさし）
�三毛猫ホームズの暗黒迷路

（赤川次郎）
�青に候　　　　　　　（志水辰夫）
�不動心　　　　　　　（松井秀喜）
�一瞬の風になれ　１・２・３
　　　　　　　　　　（佐藤多佳子）
�十津川警部　幻想の天の橋立

（西村京太郎）
＜児童書＞
�仮面レストラン（松谷みよこ�編）
�ラブリー風水＆おまじない

（小泉茉莉花）
�心理ゲーム大全集　（成美堂出版）
�ピーターと星の守護団　上・下

（デイヴ　バリー）
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青少年健全育成映画会

　町青少年問題協議会では、青少年
の健全な育成を目的として映画会を
開催します。どなたでもご覧になれ
ますが、入場整理券が必要です。来
場をお待ちしています。
日　時　７月７日（土）
　　　　開場　午後１時３０分
　　　　開演　午後２時～
場　所　エニスホール小ホール
入場料　無料（整理券必要）
題　名　「１リットルの涙」
内　容　
　生きることを諦めず、脊髄小脳変
性症と闘い続けた少女の実話を映画
化。絶望的な状況でも、生きること
をまっとうしようとする親子の関係、
家族や友人たちとの絆を描く。

※整理券は６月２３日（土）午前９時か
ら町公民館にて１人２枚まで配布し
ます。配布完了の際はご了承願いま
す。

問町生涯学習課  �（57）4177
 

SVC企画・運営による 
郷土歴史講話（全３回）
　分かりやすく歴史を解説します。
興味のある方はぜひ参加してみませ
んか。
日時・内容　プログラム参照
場　所　町公民館
対象者　先着３０名　
定　員　町在住在勤者
参加費　無料
講　師　軽部重夫氏
　　　　（野木郷土史研究会）
申込期間　６月１１日～１５日
申込方法　公民館窓口又は電話で

問町公民館 �（57）4188

放送大学学生募集

教養学部第2学期学生
　放送大学栃木学習センターでは、
１９年度第２学期（１０月授業開始）入学
の学生を募集しています。
　入学試験はありません。満１８歳以
上であれば誰でも全科履修生として
入学できます。満１５歳以上であれば
誰でも選科・科目履修生として入学
できます。
　授業は、通信衛星を利用したＣＳ
デジタル放送で全国放送を行ってい
ます。また、放送大学の番組を放送
しているＣＡＴＶでも視聴が可能で
あり、自宅においてマイペースで学
習ができます。　　　　　　　　　　
募集学生　
�全科履修生
４年以上在学し、「学士（教養）」の
学位の取得を目指す学生

�選科履修生
　１年間在学し、希望する科目を履
　修する学生
�科目履修生
　１学期間（６か月）在学し、希望す
　る科目を履修する学生
入学料
�全科履修生 22,000円
�選科履修生 8,000円
�科目履修生 6,000円
授業料
　１単位あたり5,500円（教材費込）

放送大学大学院学生
　放送大学大学院では、満１８歳以上
であれば誰でも入学でき、自分の学
習・研究したい科目を選択して、１
科目から履修できる学生の募集を行
います。
募集学生
�修士選科生
　１年間在学し、自分の学習・研究
　したい科目を選択して、１科目か
　ら履修する学生
�修士科目生
１学期間（６か月）在学し、自分の
学習・研究したい科目を選択して、
１科目から履修する学生
入学料
�修士選科生 16,000円
�修士科目生 12,000円
授業料
　１単位あたり11,000円（教材費込）
募集期間
�教養学部・大学院（修士選科生、
修士科目生）
　６月１５日～８月１５日
�大学院（修士全科生）
　８月２５日～９月１４日

問放送大学栃木学習センター
�028（632）0572

　http://www.u-air.ac.jp/hp
　〒321‐0943
　宇都宮市峰町350（宇都宮大学内）
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プログラム
内容日時回

平将門の乱６/２６（火）
１３：３０～１５：００①

清六遺跡９/２５（火）
１３：３０～１５：００②

古代の道（東山道）１１/2７（火）
１３：３０～１５：００③

　 ULTUREC
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R
eport

　変わったなぁ、この町も。俺が子どものころと比べるとさぁ。

特に変わったのは終戦後からだった。それまでの数百年でもこ

れほど変わった時代はなかっただろう。

　変わり方が激しいのは平地林だ。俺が子どものころの10分の

１ぐらいになっちゃったなぁ。み～んな工業団地や宅地造成で

変わっちゃった。子どものころにはこの平地林に狐が住みつい

ていて、よくニワトリをとりにきたっけ。

　また戸数もあのころの数倍になった。戦前は大半が農家で、

どこの家でも牛か馬を飼っていて農作業に使っていた。今はそ

のころの10倍以上の能率を上げる乗用農機具が入ってきた。家

の造りは藁ぶきが多く、俺の家なんかあまり裕福ではなかった

から、隙間風が家の中を通りぬけていた。

　道路が見違えるほど良くなった。あのころは大通りでさえ砂

利が申し訳程度に敷かれ、霜解け時には歩けないぐらいグチャ

グチャで、郵便、新聞の配達の人は難儀だったなぁ。国道４号

は砂利道だった。

　あのころはどこの家も乗り物は自転車のみ。俺なんか、通学

用に初めて買った自転車は中古だったもの。今は一世帯に何台

も、ピカピカのマイカーを揃えている。それだけ豊かな生活に

なった証かなぁ。

　あのころは子どもも多かった。佐川野学区だけでみても、戸

数は今の半分なのに、子どもは倍もいた。それに子どもが子ど

もの世話をやっていたっけ。学校も古ぼけた間に合わせの校舎

で、隙間風は入るは、ホコリは入るは、戸締りが悪くピッタシ

とは閉まらなかった。子どもは粗末な着物で、弁当も毎日同じ

ようなものばかり。栄養なんて考えて作る親はいなかっただろ

う。そのため栄養状態が悪い子が多かったのかなぁ、鼻汁を垂

らした子どもが多かった。

　時代の移り変わりが速く、老化した我々にはとてもついて

いけない。特にITの普及は目まぐるしく、世界の情報が瞬時に

茶の間に入ってくる。どこまで変わるのかなぁ。

変
わ
り
行
く
故
郷

鈴木　熊蔵

広報連絡委員

vol.253
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今
月
は
町
県
民
税
の
納
期
で
す

　

納
税
通
知
書
の
発
送
予
定
は
６
月

　

日
で
す
。
納
期
は
６
月
・
８
月
・

１５
　

月
・
１
月
の
４
回
で
す
。

１０
　
　

年
度
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

１９
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
月

号
及
び
次
の
関
連
情
報
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
総
務
省（
税
制
改
正
に
つ
い
て
）

■
財
務
省（
税
源
移
譲
に
つ
い
て
）

■
全
国
地
方
税
務
協
議
会

■
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

今
月
は
、『
調
整
控
除
』
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
『
調
整
控
除
』
は
税
源
移
譲
に
伴
う

「
所
得
税
」と「
個
人
住
民
税
」の
人
的

控
除
額
の
差
額
に
基
づ
く
負
担
増
を

調
整
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

調
整
控
除
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

※「
課
税
所
得
金
額
」は
、
納
税
通
知

書
の
「
課
税
標
準
額
」
欄
の
「
分
離

譲
渡
」
を
除
い
た
金
額
で
す
。

�
納
税
義
務
者

　
　

年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住

１９
む
方

�
非
課
税
の
範
囲

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
方

②
障
害
者
、
未
成
年
、
寡
婦
、
寡
夫

で
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２

５
万
円
以
下
の
方

③
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が　

万
２８

円
×（
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
及

び
扶
養
親
族
の
合
計
数
）＋（
控
除
対

象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す
る

場
合
は　

万
円
）以
下
の
方
に
は
均

１７

等
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

④
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が　

万
３５

円
×（
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
及

び
扶
養
親
族
の
合
計
数
）＋（
控
除
対

象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す
る

場
合
は　

万
円
）以
下
の
方
に
は
所

３２

得
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

�
税　

額

 

※
な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
住
民

税
税
額
試
算
コ
ー
ナ
ー
」
で
住
民
税

の
試
算
が
で
き
ま
す
。
※
7
月
末
日
ま
で

　

税
源
移
譲
に
よ
る
皆
様
の
所
得
税

と
個
人
住
民
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担

は
、
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
定
率
減
税
の
廃
止

な
ど
に
よ
り
税
負
担
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
２

５７

家
屋
を
新
築
等
に
よ
り 

取
得
さ
れ
た
方
へ

　
　

年
中
に
家
屋
を
新
築
、
増
築
及

１８
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
に
、

７
月
に
不
動
産
取
得
税
が
課
税
に
な

る
予
定
で
す
。

　

送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
で
納
期

限（
７
月　

日
）ま
で
に
、
最
寄
り
の

３１

金
融
機
関
又
は
県
税
事
務
所
で
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）３
４
１
３

２３

お知らせ
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http://w
w
w
.soum

u.go.jp./
czaisei/czais.htm

l

http://w
w
w
.m
of.go.jp/

jouhou/syuzei/zeisei06/
htm
l/index.htm

l

http://w
w
w
.zenzeikyo.jp/

差額控除の種類差額控除の種類

５万円一　般

扶　養

控　除

１万円普通障害者

控　除 １８万円特　定１０万円特別

１０万円老　人１万円一般寡　婦

控　除 １３万円同居老親５万円特別

１２万円同居特別障害者加算１万円寡夫控除

５万円
38万円超
40万円未満配偶者

特　別

控　除

１万円勤労学生控除

３万円
40万円以上
45万円未満

５万円一般配偶者

控　除
５万円基礎控除１０万円老人

�合計課税所得金額が200万円以下の方
　次の①と②のいずれか小さい額の５％（県民税２％、
町民税３％）に相当する金額
①右表の控除の種類欄に掲げる控除の適用がある場合
は、同表差額欄に掲げる金額を合算した金額
②合計課税所得金額

�合計課税所得金額が200万円超の方
　次の①の金額から②の金額を控除した金額（５万円
を下回る場合は５万円）の５％（県民税２％、町民税
３％）に相当する金額
①右表の控除の種類欄に掲げる控除の適用がある場合
は、同表差額欄に掲げる金額を合算した金額
②合計課税所得金額から200万円を控除した金額

均等割額＋所得割＝年税額
�均等割額＝4,000円（町民税3,000
円＋県民税1,000円）
�所得割額＝町民税・県民税とも前
年中の所得金額を基礎に計算します。
合計所得金額―所得控除額＝課税所
得金額（課税標準額）×一律１０％―
税額控除等＝所得割額

http://w
w
w
.tow
n.nogi.

tochigi.jp/

【人的控除額の差額表】【調整控除の計算方法】

http://w
w
w
.tow
n.nogi.

tochigi.jp/



Inform
ation

（10）

住
宅
火
災
か
ら 

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

火
災
に
お
け
る
死
者
の
約
９
割
は

住
宅
火
災
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
百
貨
店
等

よ
り
火
災
件
数
あ
た
り
の
死
者
数
が

５
〜　

倍
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
は

１０

建
物
の
中
で
も
っ
と
も
死
者
が
発
生

し
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
因
の
約
６
〜

７
割
は
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。
こ
れ
は
、

高
齢
者
な
ど
が
出
火
に
気
づ
か
ず
逃

げ
遅
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
半

数
以
上
は
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
で

６５

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、

高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
、
さ

ら
に
死
者
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
住
宅
火
災
に
よ
る
被

害
は
、
火
災
の
早
期
発
見
・
避
難
を

行
う
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、　
１６

年
に
改
正
さ
れ
た
消
防
法
で
は
す
べ

て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器

等
」
の
設
置
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

�
新
築
住
宅�
　

年
６
月
１
日
か
ら

１８

�
既
存
住
宅�
　

年
５
月　

日
ま
で

２１

３１

　

戸
建
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
共

同
住
宅
、
寄
宿
舎
な
ど
す
べ
て
の
住

宅
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
自
動
火
災
報
知
設
備
や

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は
、
省
令

等
に
よ
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
警
報
器
の
品
質
を
保
証
す
る

も
の
に
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑

定
が
あ
り
ま
す
。
鑑
定
品
に
は
鑑
定

マ
ー
ク（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）が
つ
い
て
い

ま
す
の
で
購
入
の
目
安
に
し
て
く
だ

さ
い
。

 

【
設
置
場
所
】

・
寝
室

・
階
段（
寝
室
が
２
階
以
上
の
場
合

は
階
段
）

・
寝
室
が
な
い
階
で
７
㎡（
約
４
畳

半
）以
上
の
部
屋
が
５
以
上
あ
る
階

の
廊
下（
廊
下
が
な
け
れ
ば
階
段
）

※
３
階
建
て
以
上
の
住
宅
で
は
、
さ

ら
に
複
数
の
火
災
警
報
器
の
設
置
が

必
要
で
す
。

・
３
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
、
２
階

分
離
れ
た
１
階
の
階
段
部
分

・
１
階
の
み
に
寝
室
が
あ
り
、
３
階

に
居
室
が
あ
る
場
合
に
は
、
３
階
の

階
段
部
分

※
台
所
に
つ
い
て
は
義
務
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
火
災
の
多
い
場
所
な
の

で
設
置
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

天
井
型
火
災
警
報
器
の
設
置
の
仕
方

�
感
知
器
の
中
心
を
壁
や 
梁 
棚
か
ら

は
り

　
�
以
上
離
し
ま
す
。

６０壁
掛
型
警
報
機
の
設
置
の
仕
方

�
感
知
器
の
中
心
を
、
天
井
か
ら　
１５

〜　
�
以
内
に
く
る
よ
う
設
置
し
ま

５０
す
。

　

天
井
型
、
壁
掛
型
と
も
に
有
効
に

煙
を
感
知
で
き
る
よ
う
、
換
気
扇
や

エ
ア
コ
ン
の
吹
出
口
か
ら
１
・
５
ｍ

以
上
離
し
ま
す
。

お知らせ



悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義

務
化
を
契
機
と
し
て
、
訪
問
販
売
な

ど
不
適
正
販
売
の
増
加
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

�
市
場
価
格
は
機
種
に
よ
り
様
々
で

す
が
、
国
産
品
の
目
安
は
３
０
０
０

円
前
後
〜
１
０
０
０
０
円
前
後
で
す
。

今
後
、
普
及
が
進
む
と
低
価
格
化
が

図
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

�
海
外
製
品
は
、
１
０
０
０
円
代
で

販
売
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
海
外

製
品
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
日
本

の
規
格
に
適
合
し
て
い
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

�
消
防
職
員
や
消
防
団
員
が
個
人
宅

を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

斡
旋
や
販
売
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
販
売
の
許
可
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

 

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
お

け
る
火
災
警
報
器
の
取
り
扱
い
店
は
、

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
５
６

２１

危
険
物
安
全
週
間

危
険
物 

　
　
　

目
指
せ 

無
事
故
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ

（　

年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語
）

１９
　

総
務
省
消
防
庁
他
各
関
連
団
体
で

は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
危
険
物

を
取
り
扱
う
事
業
所
に
お
け
る
自
主

安
全
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
平

成
２
年
よ
り
毎
年
６
月
の
第
２
週
を

「
危
険
物
安
全
週
間
」と
し
、
危
険
物

の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び

啓
発
を
全
国
的
に
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

目　

的

　

危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の

　

高
揚
及
び
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
各
事
業
所
に
お
け
る
自

　

主
保
安
体
制
の
確
立
を
図
る
。

期　

間　

６
月
３
日
〜
９
日

　

小
山
市
消
防
本
部
及
び
小
山
地
区

危
険
物
保
安
協
会
で
は
、
こ
の
趣
旨

に
の
っ
と
り
、
期
間
中
の
広
報
活
動

や
消
火
競
技
会
等
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
５
７

２１

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

講
習
日　

７
月
６
日（
金
）

会　

場　

県
立
県
南
体
育
館

受　

付　

６
月　

日
〜　

日

１８

２５

　
　
　
　
（
土
日
除
く
）

※
危
険
物
免
状
を
持
参
す
る
。

講
習
費

　

県
収
入
証
紙　

４
７
０
０
円

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
に
あ

り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
５
７

２１

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
会

日　

時　

７
月　

日（
木
）　

日（
金
）

１２

１３

場　

所　

道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館

定　

員　

１
２
０
名

受
講
料　

６
０
０
０
円

　
　
　
　
（
教
材
費
・
テ
キ
ス
ト
代
）

※
欠
席
で
も
払
い
戻
し
は
し
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

７
月
２
日
〜
６
日

申
込
方
法

　
�
栃
木
県
消
防
設
備
保
安
協
会
か

　
�
日
本
防
火
協
会
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
申
込
書
は
、
日
本
防
火
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
小
山
市
消
防
本
部
で
入
手
す
る
。

問�
栃
木
県
消
防
設
備
保
安
協
会

　
　
�
０
２
８（
６
２
５
）４
６
１
１

　
　
�
０
２
８（
６
２
５
）４
６
１
４

　
�
日
本
防
火
協
会

　
　
�
０
３（
３
５
９
１
）７
１
７
２

　
　
�
０
３（
３
５
９
１
）７
１
３
０

　

日
本
防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お知らせ

（11）

http://w
w
w
.jubo.go.jp/

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/



Inform
ation

（12）

電
話
で
雨
量
情
報
・
河
川

水
位
情
報
を

　

県
が
観
測
し
て
い
る
雨
量
情
報
・

河
川
水
位
情
報
を
住
民
の
皆
様
に
一

般
電
話
回
線
を
利
用
し
て
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
が
運
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

情
報
は
、　

分
ご
と
に
更
新
さ
れ
、

１０

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
土
砂
災
害
・
水
害
等

の
危
険
判
断
の
参
考
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

情
報
を
聴
く
に
は
？　
　
　
　
　
　
　

①�
（　

）４
５
３
６
に
電
話
を
す
る
。

５７

②
音
声
案
内
に
従
い
聴
き
た
い
情
報

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

聴
く
こ
と
の
で
き
る
情
報
は
？

【
雨
量
情
報
】

　

野
木
町
中
心
部
、
小
山
市
中
心
部
、

　

栃
木
市
中
心
部
・
西
部
・
北
西
部

　

上
都
賀
郡
南
部
の
６
か
所

【
河
川
水
位
情
報
】

　

思
川（
観
晃
橋：

小
山
市
）

問
栃
木
土
木
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）３
５
９
３

２３

　

町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
２

５７

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

日　

時　

７
月
８
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

場　

所　

道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館

　
　
　
　

小
山
市
下
国
府
塚　

‐
１

２５

申　

込　

６
月　

日
〜　

日

１５

３０

　
　
　
　

先
着　

名
・
受
講
無
料

５０

そ
の
他　

テ
キ
ス
ト
配
布

　
　
　
　

活
動
し
や
す
い
服
装
で

問
小
山
市
消
防
署

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
６
２

２１

　

野
木
分
署　
　
�
（　

）１
１
１
９

５７

省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
作
戦 

参
加
者
募
集

　

県
で
は
、「
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大

作
戦
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

内　

容

　

７
月
か
ら
９
月
の
３
か
月
間
の
う

ち
任
意
の
１
か
月
間
の
電
気
使
用
量

等
を
前
年
の
同
月
よ
り
も
削
減
し
た

方（
上
位
者
）を
表
彰
し
ま
す
。

　

な
お
、
賞
状
の
ほ
か
商
品
券
な
ど

の
副
賞
も
交
付
し
ま
す
。

対　

象

�
県
内
在
住
の
方

�
県
内
の
学
校（
小
・
中
学
校
・
高
等

学
校
・
大
学
・
専
門
学
校
・
幼
稚

園
な
ど
）

�
事
業
所（
小
売
店
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
・
事
務
所
・
工
場
な
ど
）

申
込
方
法

　

電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
込
期
限　

７
月　

日
３１

問
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

　

推
進
セ
ン
タ
ー 

　
　
�
０
２
８（
６
７
３
）９
１
０
１

浄
化
槽
補
助
金
額
の
改
定

　

浄
化
槽
の
補
助
金
に
つ
い
て
４
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
額
が
、
国

の
基
準
額
改
定
に
よ
り
次
の
よ
う
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
対
象
条
件
、
地
域
等

に
つ
い
て
は
変
更
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

狂
犬
病
予
防
注
射
は 

お
済
み
で
す
か
？

　

４
月　

日
、　

日
の
２
日
間
に
わ

１４

１５

た
り
町
内
各
地
で
約
１
１
０
０
頭
も

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
狂
犬
病
は
１
０
０
％
死
に
至
る

病
気
と
言
わ
れ
、
毎
年
、
世
界
で
約

３
万
を
超
え
る
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
狂
犬
病
の
発
生
例
は
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
、
海
外
で
２
人
の
日
本
人
が
狂
犬

病
に
感
染
し
、
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
の
は
、
飼
主
の
義
務
で
す
。

　

受
け
さ
せ
て
い
な
い
方
は
、
必
ず

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
４
９

５７

お知らせ

http://hom
epage3.nifty.

com
/tochiondan/

５
人
槽

６
〜
７
人
槽

８
〜　

人
槽

50

変
更
前

　

万
２
千
円

34
　

万
４
千
円

41
　

万
７
千
円

53

���

変
更
後

　

万
２
千
円

33
　

万
４
千
円

41
　

万
８
千
円

54



恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い

な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
ソ
連
や
モ

ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
、
戦

後
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
の「
ご
本
人
」に
、

あ
ら
た
め
て
慰
籍
の
念
を
表
す
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の「
特
別
慰
労
品
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

等
を
受
け
た
方
、
書
状
等
の
請
求
を

し
な
か
っ
た
方
も
対
象
で
す
。
請
求

書
は
、
町
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限
は
、　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
�
０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

　
（
月
〜
金
の
午
前
9
時　

分
〜

15

　
　
　

午
後
５
時　

分
／
土
日
休
）

１５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
９
６

５７

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
性
感

染
症
検
査

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
、
性
感
染
症
検
査

（
梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」

（
６
月
１
日
〜
７
日
）に
あ
た
り
、
次

の
と
お
り
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

　
　
　
　

６
月
５
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時

　
　
　
　

※
予
約
不
要

場　

所

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
県
庁
小
山
庁
舎
本
館
２
階
）

　

小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１

内　

容　

血
液
検
査

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

（
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら
８

　

週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
）

・
梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

（
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら
４

　

週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
）

料　

金　

原
則
無
料

結　

果

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
梅
毒
検
査
は
、

　

採
血
後
約　

分
で
結
果
が
分
か
り

３０

　

ま
す
。
検
査
結
果
に
よ
っ
て
は
再

　

度
来
所
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

　

は
、
検
査
の
翌
週
水
曜
日
の
午
前

　

中
に
本
人
に
伝
え
ま
す
。
受
診
時

　

の
申
し
出
に
よ
り
性
器
ク
ラ
ミ
ジ

　

ア
検
査
の
み
、
電
話
で
の
問
い
合

　

わ
せ
が
可
能
で
す
。

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）１
２
１
９

２２

保
育
士
嘱
託
員
募
集

　

丸
林
保
育
所
及
び
分
園
の
保
育
士

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
選
考
の
上
、
採
用
し
ま
す
。

募
集
人
数　

３
名

賃
金
・
採
用
期
間

　

町
保
育
士
嘱
託
員
の
定
め
に
よ
る

勤
務
時
間

　

１
日
８
時
間
又
は
週　

時
間
以
内

４０

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
所
有
者

受
付
期
限　

６
月　

日
２７

提
出
書
類

　

履
歴
書

　
（
市
販
の
も
の
に
写
真
添
付
）

　

保
育
士
証
の
写
し

問
町
立
丸
林
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）１
７
０
８

５６

新
橋
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

将
棋
道
場
で
遊
ぼ
う

　

将
棋
道
場
を
開
講
し
ま
す
。

日　

時　

①
６
月
７
日（
木
）

　
　
　
　

②
７
月
５
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

対
象
者　

小
学
生
以
上

募
集
人
数　

各
回
と
も
に　

人
程
度

３０

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

①
、
②
と
も
開
催
日
の

前
日
ま
で（
日
曜
除
く
）

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

昔
遊
び
教
室
を
楽
し
も
う

　

昔
遊
び
教
室
を
開
講
し
ま
す
。
昔

か
ら
の
遊
び
を
覚
え
て
み
ん
な
で
遊

ぼ
う
。

日　

時　

６
月
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
（　

日
除
く
）

３０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

募
集
人
数　
　

人
程
度

３０

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

開
催
日
の
前
日
ま
で

　
　
　
　
　
（
日
曜
除
く
）

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

問
新
橋
児
童
館　
�
（　

）９
１
５
５

５７

お知らせ

（13）

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp
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町
臨
時
職
員
候
補
者
募
集

　

臨
時
職
員（
月　

日
程
度
）の
候
補

１５

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
方
を「
候
補
者
」と
し

て
名
簿
に
登
載（
受
付
よ
り
２
年
間
）

し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
そ
の
中
か

ら
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

募
集
内
容
（　

年
６
月
現
在
）

１９

採
用
す
る
場
合

・
町
職
員
に
出
産
休
暇
な
ど
で
欠
員

　

が
生
じ
た
場
合

・
管
理
運
営
上
、
必
要
が
生
じ
た
場

　

合
募
集
期
間　

随
時

応
募
方
法

履
歴
書（
市
販
の
も
の
に
写
真
添

付
）を
町
総
務
課
へ

問
町
総
務
課　
　
�
（　

）４
１
１
１

５７

国
際
交
流
協
会
よ
り

国
際
交
流
サ
ロ
ン

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
の

方
と
気
軽
に
語
り
合
い
、
互
い
の
文

化
を
知
り
、
国
際
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
場
と
し
て
、
国
際
交

流
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
主
に
英
語
圏
の
方
々
と

の
交
流
を
目
的
に
、
日
本
語
と
英
語

を
取
り
混
ぜ
た
、
自
由
な
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

英
語
が
話
せ
な
く
て
も
大
丈
夫
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
や
家
族
連
れ
、
中

学
生
・
高
校
生
も
大
歓
迎
で
す
。

日　

時　

６
月　

日（
日
）

１７

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

場　

所　

町
公
民
館

※
参
加
無
料
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。

※
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

留
学
生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ 

県
南
大
会（
第
３
回
）

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
近
隣
地

域
に
在
住
す
る
外
国
か
ら
の
留
学
生

を
お
招
き
し
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た

日
本
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
県
内
外
の
留
学
生
の
方

々
に
野
木
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち

に
と
っ
て
も
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
と

様
々
な
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
身
近
な
国
際
交
流
を
体
感
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ふ
る

っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

６
月　

日（
土
）

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

場　

所　

町
公
民
館
視
聴
覚
室

後　

援　

町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

県
国
際
交
流
協
会（
予
定
）

※
入
場
無
料

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
町
総
務
課
内
）�
（　

）４
１
１
１

５７

自
衛
官
２
等
陸
・
海
・
空
士

７
月
要
員
募
集

募
集
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子

１８

２７

受
付
期
限

　

７
月
中
旬
ま
で
随
時
受
付

試
験
日　

６
月　

日（
土
）

２３

　
　
　
　

７
月　

日（
土
）

１４

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）４
７
６
３

２５

　

町
住
民
課　
　
�
（　

）４
１
２
７

５７

お知らせ

採用期間賃金（円）年齢仕事内容職　種

６
か
月
以
内

日給　5,600

時給　0,700

　

歳
く
ら
い
ま
で

５０

一般行政事務の補助一般事務

時給　0,850
保育業務
（保育士資格を有するもの）

保育士

日給　7,920

時給　0,990
保健指導、予防接種等の補助
（保健師資格を有するもの）

保健師

時給　0,960
予防接種等の補助
（看護師資格を有するもの）

看護師

時給　0,740給食調理の補助給食調理員



国
民
健
康
保
険
よ
り

野
木
町
国
民
健
康
保
険
の 

決
算
状
況

　

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と

お
り
、
町
の
国
民
健
康
保
険
の
財
政

は
、
こ
こ
数
年
の
急
激
な
医
療
費
の

増
加
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
町
の
国
民
健

康
保
険
の
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
の
結
果 

〜
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
〜

　

今
回
２
年
目
と
な
る
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
教
室（
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
）

を
昨
年
９
月
か
ら
今
年
２
月
ま
で
の

６
か
月
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
基
準

該
当
者
及
び
予
備
軍
の
方
を
対
象
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は　

名（
男
性
６
名
・
女

１１

性
５
名
）で
平
均
年
齢
は　

・
５
歳

６４

で
し
た
。

　

教
室
で
は
、

①
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
性
及
び
重 

　

要
性
を
認
識
す
る
。 

②
自
分
の
健
康
課
題
に
気
づ
く
。 

③
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の 

　

改
善
に
必
要
な
運
動
及
び
食
生
活 

　

の
知
識
・
技
術
の
習
得
。 

④
自
分
に
合
っ
た
具
体
的
な
生
活
改 

　

善
法
を
知
る
。

を
テ
ー
マ
に
栄
養
、
運
動
を
中
心
に

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

　

教
室
初
回
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
該
当
者
で
あ
っ
た
４
名
の

う
ち
１
名
が
予
備
軍
、
１
名
が
非
該

当
に
、
予
備
軍
で
あ
っ
た
６
名
の
う

ち
３
名
が
非
該
当
者
に
改
善
し
ま
し

た
。

　

食
事
、
運
動
等
の
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
現
在
の
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

問
町
保
健
年
金
課�
（　

）４
１
３
６

５７

お知らせ

（15）

16年度

2,003,726,565円歳 入 合 計

1,971,193,993円歳 出 合 計

（17年度へ繰越）32,532,572円差 引

繰越金内訳（32,532,572円）

5,170,526円支払基金交付金返還金

50,000,000円積 立 基 金 取 崩 し

55,170,526円合 計

△22,637,954円実 質 収 支

※繰越金32,532,572円のうち、

支払基金交付金は実績精算に

より5,170,526円の返還、積立

基金取崩しは50,000,000円で

合計 55,170,526 円となり、

実質収支は22,637,954円の赤

字です。

17年度
2,200,027,394円歳 入 合 計
2,109,626,683円歳 出 合 計

（18年度へ繰越）90,400,711円差 引

繰越金内訳（90,400,711円）
14,310,239円支払基金交付金返還金
9,274,952円国 庫 補 助 金 返 還 金
57,200,000円積 立 基 金 取 崩 し
48,000,000円赤 字 補 填 繰 入 分
128,785,191円合 計
△38,384,480円実 質 収 支

(17年度赤字補填分のうち9,615,520円は、18年度へ繰越)

※繰越金90,400,711円のうち、支払基金交付金及び国庫補

助金は実績精算によりそれぞれ14,310,239円、9,274,952

円の返還、積立基金取崩しは57,200,000円、赤字補填繰入

分48,000,000円で合計128,785,191円となり、実質収支は

38,384,480円の赤字です。

　１７年度赤字補填繰入分48,000,000円のうち9,615,520円

は18年度赤字補填に繰越となりました。

※
な
お
、
Ｔ
o
p
i
c
s
の
ペ
ー
ジ
に
こ
の
教
室

に
参
加
さ
れ
た
小
泉
豊
さ
ん
の
投
稿
が
掲
載
さ
れ

て
あ
り
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教室最終回教室初回

２該当者

４該当者メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

１予備軍

１非該当者

１該当者

６予備軍 ２予備軍

３非該当者

０該当者

１非該当者 ０予備軍

１非該当者

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
診
断
基
準

腹
囲（
男　

㎝
・
女　

㎝
以
上
）で
次
の
項
目
が

８５

９０

２
つ
以
上
該
当
す
る
方

高
血
圧�
最
高
血
圧
１
３
０　

以
上
又
は
最
低
血

mmhg

圧
が　
　

以
上

８５
mmhg

高
脂
血
症�
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル　

㎎
／ 

４０

以
下
又
は
中
性
脂
肪
１
５
０
㎎
／ 

以
上

高
血
糖�
空
腹
時
血
糖
１
１
０
㎎
／ 

以
上
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年
金
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改

正
が
順
次
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①　

歳
以
上
の
方
も
、
会
社
に
勤
め

７０
て
い
る
場
合
は
、
老
齢
厚
生
年
金
の

全
額
又
は
一
部
の
額
が
支
給
停
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
厚
生
年
金
と
賃
金
の
合
計
額

が　

万
円
を
上
回
る
と
き
は
、
老
齢

４８
厚
生
年
金
の
全
額
又
は
一
部
の
額
が

支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以

１２

前
生
ま
れ
の
方
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

〈
手
続
〉

　

事
業
主
は
、　

歳
以
上
の
従
業
員

７０

に
係
る
雇
用
・
退
職
又
は
賃
金
等
に

関
す
る
届
書
を
、
社
会
保
険
事
務
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
か
ら
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

 

②
今
す
ぐ
年
金
を
受
け
る
必
要
の
な

い
方
は
、
老
齢
厚
生
年
金
を　

歳
以

６６

降
に
増
額
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　

歳
か
ら
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

６５
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
、　

歳
か
ら

６５

は
受
け
ず
に
、　

歳
以
降
に
支
給
繰

６６

り
下
げ
の
申
し
出
を
し
た
場
合
は
、

そ
の
と
き
か
ら
増
額
さ
れ
た
老
齢
厚

生
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
繰
り
下
げ
支
給
制
度

が
あ
り
ま
し
た
。

〈
手
続
〉

　

老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
を
繰
り
下

げ
て
増
額
さ
れ
た
老
齢
厚
生
年
金
を

受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
請
求
書
を

社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

③
遺
族
厚
生
年
金
制
度
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。

�
遺
族
厚
生
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金

等
の
受
給
権
が
あ
る　

歳
以
上
の
方

６５

の
支
給
方
法
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

�
自
身
の
老
齢
厚
生
年
金
等
は
全
額

支
給

�
遺
族
厚
生
年
金
は
、
自
身
の
老
齢

厚
生
年
金
等
に
相
当
す
る
額
が
支
給

停
止
さ
れ
、
そ
の
差
額
の
み
支
給

※
た
だ
し
、
平
成　

年
４
月
１
日
前

１９

に
遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
る
権
利
を

有
し
、
す
で
に　

歳
以
上
の
方（
昭

６５

和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

１７
方
）は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

〈
手
続
〉

　

遺
族
厚
生
年
金
を
請
求
す
る
方
が
、

老
齢
厚
生
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を

有
し
て
い
る
と
き
は
、
遺
族
厚
生
年

金
の
支
給
額
を
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
同
時
に
老
齢
厚
生
年
金
等

の
請
求
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
若
齢
期
の
妻
の
遺
族
厚
生
年
金
制

度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

夫
の
死
亡
時
に　

歳
未
満
で
子
を

３０

養
育
し
な
い
妻
等
に
対
す
る
遺
族
厚

生
年
金
は
、
５
年
間
の
有
期
給
付
と

な
り
ま
す
。（
子
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
と
き
に
妻　

歳
未
満
の
場
合
は
、

３０

そ
の
時
か
ら
５
年
間
）

　

ま
た
、
妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年

金
に
加
算
さ
れ
る
中
高
齢
寡
婦
加
算

（
年
間
５
９
４
２
０
０
円
）は
、
夫
死

亡
時
に　

歳
以
上
で
あ
る
妻
に
、　

４０

６５

歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
間
、
支
給
さ

れ
ま
す
。（
従
来
は
、
夫
死
亡
時　

歳
３５

以
上
で
あ
る
妻
に
対
し
て　

歳
か
ら

４０

支
給
）

　

た
だ
し
、　

年
４
月
１
日
前
に
受

１９

給
権
が
発
生
し
た
遺
族
厚
生
年
金
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

④
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

年
４
月
１
日
以
後
に
離
婚
し
た

１９
場
合
に
、
そ
の
婚
姻
期
間
中
の
厚
生

年
金
保
険
料
納
付
記
録
を
、
当
事
者

間
で
合
意
し
た
割
合
に
基
づ
き
分
割

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

分
割
を
受
け
た
方
は
、
自
身
の
支

給
開
始
年
齢
か
ら
、
分
割
後
の
厚
生

年
金
保
険
料
納
付
記
録
に
基
づ
く
老

齢
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
自
身
の
年
金
加
入

期
間（
分
割
を
受
け
た
期
間
を
除
く
）

が
、
原
則　

年
以
上
必
要
で
す
。

２５

　

年
金
分
割
請
求
書
に
戸
籍
謄
本
や

分
割
割
合
を
定
め
た
書
類
を
添
付
し

て
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
当
事
者
の
合
意
又
は
裁
判
手
続
き

に
よ
り
分
割
割
合（　

％
上
限
）を
定

５０

め
る
。

※
年
金
分
割
は
、
原
則
と
し
て
、
離

婚
し
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
以
内
に

請
求
す
る
。 

お知らせ



⑤
本
人
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
年

金
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
身
の
判
断
で
年
金
を
受
け
取
ら

な
い
と
い
う
選
択
が
で
き
ま
す
。

　

年
金
を
受
け
取
ら
な
い
旨
の
申
し

出
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
翌
月
分
か

ら
年
金
の
支
給
が
停
止
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

し
出
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
い
つ
で
も
将
来
に
向
か
っ

て
年
金
の
受
け
取
り
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
再
開
の
申
し
出
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
翌
月
分
か
ら
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
申
し
出
を
行
っ
た
場
合
は
、

年
金
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
年
金
額
が
増
額
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
�
０
５
７
０（　

）１
１
６
５

０５

　
　
　
　
　
　
　
（
年
金
請
求
な
ど
）

　
　
　
�
０
５
７
０（　

）１
１
６
５

０７

　
　
　
　
（
年
金
を
受
け
て
い
る
方
）

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

年
金
加
入
記
録
提
供
サ
ー
ビ
ス

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
身
の
年
金

加
入
記
録
を
閲
覧
で
き
る
「
年
金
個

人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
が
便
利
で

す
。
ユ
ー
ザ
ー
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド

を
取
得
し
て
、
自
身
の
年
金
加
入
記

録
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
確
認
で
き
る
記
録
〉

①
こ
れ
ま
で
加
入
さ
れ
て
い
る
公
的

　

年
金
制
度
の
加
入
履
歴

　

・
加
入
制
度

　

・
事
業
所
名
称

　

・
資
格
取
得
、
喪
失
年
月
日

　

・
加
入
月
数
等

②
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
状
況

③
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
の
標
準
報

　

酬
月
額
、
標
準
賞
与
額
な
ど

※
年
金
加
入
記
録
は
毎
月
１
回
更
新

し
ま
す
。

�
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

い
つ
で
も
確
認
、
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。

�
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
必
要
で
す
の
で
、
年
金
手
帳
又

は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

�
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
社
会
保
険

事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
�
０
５
７
０（　

）１
１
６
５

０５

　
　
　
　
　
　
　
（
年
金
請
求
な
ど
）

　
　
　
�
０
５
７
０（　

）１
１
６
５

０７

　
　
　
　
（
年
金
を
受
け
て
い
る
方
）

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

６
月
１
日
〜
７
日 

第　

回
水
道
週
間

４９
水
道
が

う
る
お
す
日
々
の健

や
か
さ

　

町
の
水
道
は
、
昭
和　

年
に
給
水

５１

開
始
し
て
以
来
、
思
川
浄
水
場
で
処

理
さ
れ
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水
と

し
て
供
給
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

《　

年
３
月
末
》

１９給
水
戸
数　

８
０
３
３
戸

給
水
人
口　

２
２
８
９
４
人

普
及
率　
　
　

・
１
％

９７

一
日
平
均
給
水
量

　
　
　
　
　

６
４
１
５�
／
日

一
人
あ
た
り
の
給
水
量

　
　
　
　
　

２
９
９�
／
日
／
人

水
道
料
金
は
口
座
振
替
で

　

昼
間
留
守
に
な
り
が
ち
な
ご
家
庭

に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
７
日

に
指
定
口
座
よ
り
水
道
料
金
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　

足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
み
ず
ほ

　

銀
行
、
常
陽
銀
行
、
足
利
小
山
信

　

用
金
庫
、
中
央
労
働
金
庫
、
小
山

　

農
協
全
支
店
、
郵
便
局

申
込
方
法

　

郵
便
局
の
場
合
は
、
郵
便
局
に
届

出
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
金
融
機
関
は
、
町
水
道

課
又
は
金
融
機
関
に
届
出
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
水
道
課　
　
�
（　

）４
１
５
８

５７

お知らせ

（17）

http://w
w
w
.sia.go.jp/
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w
w
.sia.go.jp/



Inform
ation

（18）

ア
グ
リ
ツ
ア
ー　

野
木

in

〜
い
ち
ご
の
収
穫
体
験
〜

　

町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、

町
内
の
い
ち
ご
生
産
者
の
協
力
を
得

て
、
い
ち
ご
の
収
穫
体
験
を
開
催
し

ま
す
。

　

な
お
、
い
ち
ご
の
適
期
は
過
ぎ
て

い
ま
す
の
で
、
収
穫
し
た
い
ち
ご
は

ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
用
に
適
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

日　

時　

６
月　

日（
土
）

１６

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
役
場
発

３０

場　

所　

町
内
の
い
ち
ご
ハ
ウ
ス

内　

容　

い
ち
ご
の
収
穫
体
験
な
ど

対
象
者　

町
在
住
者

　
　
　
　
（
家
族
で
の
参
加
大
歓
迎
）

定　

員　

先
着　

名
４０

参
加
料　

１
０
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料
。
た
だ
し
、

中
学
生
以
下
だ
け
で
の
参
加
は
不
可
。

申
込
期
間　

６
月
４
日
〜
８
日　

申
込
方
法

　

参
加
料
を
添
え
町
産
業
課
へ

※
申
し
込
み
の
際
に
詳
し
い
案
内
を

配
付
し
ま
す
。

問
町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会
事
務
局

　
（
町
産
業
課
内
）�
（　

）４
１
５
１

５７

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

の
利
用
に
つ
い
て

　

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
は
、

青
果
・
水
産
物
・
花
き
類
を
扱
う
卸

売
・
仲
卸
業
者
と
関
連
商
品
を
扱
う

関
連
業
者
が
入
場
し
、
生
鮮
食
料
品

な
ど
の
卸
売
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
果
・
水
産
物
・
花
き
類
を
販
売

す
る
小
売
業
者
や
加
工
業
者
、
ま
た

飲
食
店
・
旅
館
な
ど
の
営
業
者
は
、

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
利
用
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
３
３
０

３８

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
者

の
方
へ

　

５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
特

別
徴
収
額
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
通

知
書
を
対
象
と
な
る
方
あ
て
５
月
中

旬
頃
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
事
務
手
続
上
８
月
に

変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
９
７

５７

国
民
生
活
基
礎
調
査
に 

ご
協
力
を

　

厚
生
労
働
省（
栃
木
県
）で
は
、
６

月
７
日
現
在
で
「
国
民
生
活
基
礎
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
保
健
、
医

療
、
所
得
等
の
状
況
を
把
握
し
、
今

後
の
施
策
立
案
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。
県
が
任
命
し
た
調
査
員（
調
査

員
証
携
帯
）が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、

家
族
構
成
や
健
康
等
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
県
健
康
増
進
課

　
　
�
０
２
８（
６
２
３
）３
０
９
５

電
波
利
用
保
護
旬
間

　

６
月
１
日
か
ら　

日
は
、「
電
波
利

１０

用
保
護
旬
間
」で
す
。

　

守
り
ま
し
ょ
う
。
電
波
の
ル
ー
ル
。

問
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局

�
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
　
　
�
　
（
６
２
３
８
）１
９
３
９

０３

�
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
　
　
�
　
（
６
２
３
８
）１
９
４
５

０３

�
放
送
相
談（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

　
　
　
�
　
（
６
２
３
８
）１
９
４
４

０３

小
山
聖
苑
の
利
用
に
つ
い
て

　

小
山
聖
苑
玄
関
ホ
ー
ル
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
工
事
中
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
時
期　

６
月
〜　

月
１１

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
小
山
聖
苑

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）１
１
７
５

２２

お知らせ

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
建
設
課　
�
（　

）４
１
５
７

５７

工期：１０月下旬ま工期：１０月下旬までで
排水工排水工事事

　

工
事
中
は
、
通
行
等
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。



お知らせ
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人  
権  
標  
語

人
と
人　

心
を
つ
な
い
で　

生
き
て
い
る

野
木
第
二
中
学
校　
 
澤  
田 　

さ
わ
 
だ

 
明  
日  
香 

あ 

す 

か

　
　
　
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

18

母子保健推進員（H19・20年度）
担当地区氏　　名担当地区氏　　名

丸林上１得能　早智子本新田・下影・角新田大竹　要子

丸林上２・３岡村　好江上羽ヶ田・中古屋・友下・友西星野　とき子

丸林東中１・２小川　登喜子松原１・２・３山野井　公子

丸林東下２・５野澤　洋子卯の木１・２竹澤　幸子

丸林東下３・４森田　京子松原４東・４西水落　八千代

丸林西上木元　榮子新橋西１・２・３・芝山１・２谷井　明美

丸林西中１・２薩摩　アツ子新橋東１・２・３小倉　優子

丸林西中３・４千葉　喜美子大塚１・２成田　肇子

丸林西下・プレシーン岩崎　初江野木１の１・１の２・２・野木原小林　恵理子

丸林東下１真瀬　美智子野木３・４・５・６田部井　淑江

潤島１・２・４船山　正子野渡１・２の１・２の２・３・４・６・富岡神原　博子

潤島３蓬田　久子野渡５・狐塚１・２・陽光台知久　美津枝

若林全域舘野　裕子矢畑・中根・御門・座又・行家伏木　洋子

佐川野全域野口　照子篠山１・２・中之内・北斗真瀬　美春

川田全域老沼　光子中谷全域福田　良子

住
民
課
の
豆
知
識
Ｑ
＆
Ａ
③

〜
窓
口
で
頂
い
た
ご
質
問
か
ら
〜

Q
本
籍
を
移
す
に
は 

ど
う
し
た
ら
？

A
転
籍
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
籍
を
移
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

届
出
に
は
、
届
出
用
紙
と
戸
籍
謄

本（
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
）が
必

要
で
す
。
届
出
人
は
筆
頭
者
と
配
偶

者
の
み
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
が

死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
生
存
者
が

届
出
人
と
な
り
ま
す
。
筆
頭
者
・
配

偶
者
が
と
も
に
死
亡
し
て
い
る
場
合

に
は
転
籍
は
で
き
ま
せ
ん
。
届
出
用

紙
の
届
出
人
欄
は
、
筆
頭
者
と
配
偶

者
そ
れ
ぞ
れ
別
の
印
鑑（
ス
タ
ン
プ

印
は
不
可
）を
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
籍
で
本
籍
が
動
く
の
は
、
そ
の

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
全
員
で

す
。
同
じ
戸
籍
の
中
に
住
所
の
異
な

る
人
が
い
る
場
合
で
も
、
戸
籍
が
同

じ
な
の
で
本
籍
は
一
緒
に
動
き
ま
す
。

　

新
本
籍
地
の
戸
籍
に
は
、
旧
本
籍

地
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
た
、
死

亡
で
除
か
れ
た
人
や
、
離
婚
の
記
載

の
あ
る
人
の
離
婚
事
項
や
婚
姻
で
除

か
れ
た
人
な
ど
の
記
載
は
消
え
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
事
項
が

必
要
な
場
合
は
、
旧
本
籍
地
に
除
籍

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
課　
　
�
（　

）４
１
２
７

５７
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古
河
市

�
第
1
回 
許  
我 
こ 

が 
篆  
書 
展

て
ん 
し
ょ

　

現
代
を
代
表
す
る
書
家
た
ち
の
手
に
よ
る
篆
書

「
許
我
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
覧
会
。

期　

間　

６
月　

日（
木
）ま
で

２１

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

場　

所　

篆
刻
美
術
館

　
　
　
　
（
古
河
市
中
央
町
２
‐
４
‐　

）
１８

入
館
料　

大
人
２
０
０
円　

小
中
高
生　

円
５０

休
館
日　

月
曜
日
、
第
４
金
曜
日

問
篆
刻
美
術
館　
　
　
　
　
　
�
（　

）５
６
１
１

２２

北
川
辺
町

�
ヤ
マ
モ
モ
の
収
穫
と
ジ
ャ
ム
づ
く
り

　

ラ
イ
ス
パ
ー
ク
で
は
、
北
川
辺
産
の
旬
の
食
材

を
利
用
し
た
ふ
る
さ
と
料
理
の
講
習
会
を
食
材
の

収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

期　

日　

７
月
６
日（
金
）

時　

間　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

場　

所　

ラ
イ
ス
パ
ー
ク

参
加
費　

２
０
０
０
円（
材
料
費
込
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
帽
子

　
　
　
　
（
収
穫
作
業
の
で
き
る
服
装
）

申
込
期
限　

７
月
３
日　

先
着　

名
１０

問
ラ
イ
ス
パ
ー
ク　
　
　
　
　
�
（　

）４
３
４
９

６２

　
（
休
館
日
／
月
曜
、
月
曜
が
祝
日
の
場
合
火
曜
）

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

午前９: 00～午後５: 00　火曜日休館　�(57)2000　�（57）2044



※
こ
れ
が
基
本
形
で
、
成
人
が
1

日
に
摂
る
お
お
よ
そ
の
量
を
示
し

て
い
ま
す
。
基
本
形
の
想
定
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
は
、
お
お
よ
そ
２
２
０

０
±
２
０
０　

で
す
。

kcal

　

よ
り
よ
い
食
習
慣
が
実
践
で
き

る
よ
う
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

上
手
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
健
康
相
談
時

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
「
食
育
カ
ル
タ
」

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
食
」
に
つ
い
て
遊
び
な
が
ら
楽
し

く
学
べ
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー（�
（　

）４
１
８
６
）

５７

ヘ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

毎
年
６
月
は
食
育
月
間
で
す
！ 

そ
し
て
毎
月　

日
は
食
育
の
日

１９

で
す
！

　

毎
日
の
食
生
活
、
ど
ん
な
こ
と

に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
機
会
に
食
生
活
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
は
、

１
日
に
何
を
ど
の
く
ら
い
食
べ
た

ら
よ
い
か
、
主
食
、
副
菜
、
主
菜

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
そ

の
料
理
例
や
適
量
を
一
目
で
分
か

る
よ
う
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
う

と
、
栄
養
計
算
を
せ
ず
に
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
が
摂
れ
ま
す
。
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親
の
自
覚
の
も
と
に
、
悪
い
食

生
活
の
習
慣
を
変
え
な
い
と
、
そ

こ
で
育
つ
子
ど
も
は
「
不
幸
」
と

も
言
え
ま
す
。
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
守
る
た
め
に
も
朝
は
、

家
族
み
ん
な
で
の
朝
ご
は
ん
の
ひ

と
と
き
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で

す
ね
。

丸
林
保
育
所
保
育
士　

茅
原
悦
子

　

朝
食
の
大
切
さ
は
知
っ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
普

段
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

〜
見
直
し
ポ
イ
ン
ト
〜

�
夕
食
が
遅
す
ぎ
ま
せ
ん
か
？

　

夜
遅
い
時
間
に
食
べ
る
ク
セ
を

つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夕
食
の
時
間
帯
や
量
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

�
早
寝
・
早
起
き
を
さ
せ
て
い
ま

す
か
？

　

親
の
都
合
で
子
ど
も
を
夜
型
人

間
に
し
て
し
ま
っ
て
は
か
わ
い
そ

う
で
す
。
十
分
に
睡
眠
を
と
っ
て
、

早
起
き
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

�
食
事
し
や
す
い
環
境
で
す
か
？

　

親
が
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る
と
、

子
ど
も
も
食
事
に
集
中
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
の
中
で
、
味
わ
い
な
が
ら

楽
し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

　

朝
、「
元
気
が
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
、
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
」な

ん
て
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
は
、
眠
っ
て
い
る
間
は

体
温
が
下
が
り
、
活
動
す
る
日
中

は
体
温
が
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、

脳
の
働
き
は
、
適
度
に
体
温
が
高

い
と
き
に
活
発
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
は
大
人
と
違
っ
て

「
発
育
」
に
必
要
な
栄
養
も
摂
取
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
体
が

小
さ
く
て
も
た
く
さ
ん
食
べ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
朝
食
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
体
を
目
覚
め
さ
せ
る

サ
イ
ン
と
な
り
、
朝
食
を
抜
く
と

生
活
リ
ズ
ム
を
維
持
し
に
く
く
、

排
便
の
働
き
も
弱
く
な
る
ほ
か
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
に
も
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。　
 

朝ごはんで良い笑顔



　

昨
年
９
月
か
ら
町
の
保
健
年
金

課
と
県
の
保
健
衛
生
事
業
団
の
支

援
を
受
け
て
、
半
年
間
に
わ
た
り

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
少
し

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

元
来
、
私
は
食
生
活
に
つ
い
て

本
当
に
無
関
心
で
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
医
学

的
立
場
か
ら
の
適
切
な
指
導
や
運

動
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
管

理
栄
養
士
の
食
生
活
に
つ
い
て
の

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
ま
た
生
活

全
般
に
つ
い
て
の
指
導
等
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
の
専
門
的
な
実
践
指

導
に
よ
っ
て
、
非
常
に
効
果
的
な

結
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
特
に
食
生
活
に
つ
い
て

は
「
質
」
と
「
量
」
の
両
面
を
重
視

し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
指
導
と

適
度
の
運
動
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
併
用
し
て
、
各
人
が
無
理
の
な

い
改
善
計
画
の
「
目
標
値
」
を
設

定
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
大
き

く
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
私
は
、
長
い
間
の
懸
案
で

も
あ
り
ま
し
た
肥
満
が
、
大
き
く

改
善
で
き
ま
し
た
の
は
、
大
変
な

収
穫
で
あ
っ
た
と
喜
ん
で
お
り
ま

す
。
減
量
が
も
た
ら
す
様
々
な
現

象
が
、
直
接
健
康
と
の
関
係
も
改

善
し
て
く
れ
る
相
互
依
存
の
関
係

で
あ
っ
た
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま

す
。
た
だ
単
に
動
き
や
す
い
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
良
い
方
向
に
向
か
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
今
後
と
も

更
な
る
改
善
に
向
け
て
継
続
さ
せ
、

リ
バ
ウ
ン
ド
が
こ
な
い
よ
う
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
も
の
が
多
く
の
方
々

に
取
り
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
健
康
増

進
に
も
大
き
く
役
立
つ
も
の
と
思

い
ま
す
し
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い

と
考
え
ま
す
。 

　

私
の
年
代
で
パ
ソ
コ
ン
を
操
作

す
る
こ
と
は
考
え
て
も
み
な
か
っ

た
。

　

世
の
中
が
Ｉ
Ｔ
社
会
に
向
か
っ

て
い
る
折
、
私
に
も
で
き
る
か
な

と
思
っ
て
い
た
時
に
、
友
達
か
ら

「
の
ぎ
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
」
へ
の

入
会
を
勧
め
ら
れ
た
。

　

早
速
入
会
し
、
月
２
回
の
学
習

が
始
ま
る
。
忘
れ
る
こ
と
が
仕
事

の
年
代
で
は
、
な
か
な
か
覚
え
ら

れ
ず
苦
労
を
す
る
。
初
め
は
電
源

を
入
れ
る
の
も
、
画
面
を
開
く
の

も
分
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
が
、
繰

り
返
し
操
作
を
す
る
う
ち
に
慣
れ

て
く
る
。
他
の
教
室
と
違
い
「
高

齢
者
が
高
齢
者
に
教
え
る
こ
と
で

楽
し
く
学
び
身
に
つ
け
よ
う
」
を

基
本
に
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
、

何
回
も
繰
り
返
し
教
わ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
か

ら
応
用
へ
と
進
み
、
で
き
あ
が
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
年
２
回
町

公
民
館
に
展
示
発
表
す
る
。「
良

く
で
き
た
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ

幸
せ
な
ひ
と
と
き
を
味
わ
う
。
パ

ソ
コ
ン
で
は
年
賀
状
、
家
計
簿
、

地
図
、
デ
ジ
カ
メ
の
写
真
を
取
り

入
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
が
容
易

に
作
成
で
き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界

の
情
報
も
手
に
取
る
よ
う
に
見
え

る
。
友
達
と
の
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
交

信
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ワ
ク
ワ
ク

す
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学

ん
で
み
て
は
い
か
が
。 

　

5
月
7
日
、
潤
島
地
区
の
老
人

会
「
福
寿
会
」
主
催
に
よ
る
お
釈

迦
様
の
誕
生
日
の
お
祝
い
「
花
祭

り
」
が
潤
島
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
昔
か
ら
伝
わ
る
春
の
行
事

に
、
こ
の
日
だ
け
は
「
寄
り
道
し

て
も
良
い
日
」
と
し
て
、
友
沼
小

学
校
に
通
う
潤
島
地
区
の
子
ど
も

た
ち
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

花
御
堂
に
安
置
さ
れ
た
誕
生
仏

に
甘
茶
を
そ
そ
い
で
手
を
合
わ
せ

る
子
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
に
興
ず
る

子
、
子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子
の
入

っ
た
袋
を
配
る
お
母
さ
ん
、
そ
ん

な
様
子
を
微
笑
み
な
が
ら
見
守
る

福
寿
会
の
方
々
。
笑
い
声
が
響
き

渡
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。
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Topics ～町の話題・投稿～

投
稿 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に

参
加
し
て

永
塚
恵
美
子

小
泉　

豊

�
パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

　

作
り
ま
し
た
。

投稿投稿 
のぎパソコンクラブのぎパソコンクラブにに
学ん学んでで

投
稿　

潤
島
の
花
祭
り



　

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
野
木
町
を

永
住
の
地
と
し
て
頂
く
た
め
に
、

す
ば
ら
し
い
公
園
的
な
墓
地
整
備

に
向
け
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
、
佐
川
野
地
域
の
皆

さ
ん
の
絶
大
な
る
ご
協
力
と
、
ご

尽
力
を
賜
り
今
回
、
用
地
を
確
保

で
き
ま
し
た
の
で
、
昨
年　

月
か

１２

ら
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
な
る
「
町

営
墓
地
整
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
組
織
し
、
基
本
構
想
図
の

取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
し
た
。（
予
定
地
は
野
木
東
工
業

団
地
西
側
で
す
）

　

そ
し
て
、
３
月
５
日
に
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
者
５
社
に
よ
る
企

画
提
案
を
受
け
、
最
終
的
に
今
回

（
案
）を
決
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

墓
地
は
中
央
に
桜
の
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
が
配
置
さ
れ
、
洋
風
の
芝
墓

地
を
基
本
と
し
て
、
和
式
や
合
葬

式
の
墓
地
も
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
を
基
に　

年
度

１９

か
ら
基
本
設
計
や
詳
細
設
計
に
、

　

年
度
に
造
成
工
事
、　

年
度
に

２０

２１

は
第
１
期
の
分
譲
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
町
環
境
交
通
課

�
（　

）４
１
３
１ 

５７

 

 

瑞
宝
単
光
章

�
消
防
功
労

　
（
元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
補
）

�
鉄
道
業
務
功
労

　
（
元
日
本
国
有
鉄
道
職
員
）

 

関
根　

好
惠

わ
た
ら
せ
の

川
面
に
う
つ
る

ね
こ
や
な
ぎ

春
の
息
吹
の

し
る
し
な
り
け
り

お
社
の

し
だ
れ
桜
の

み
ご
と
さ
に

た
だ
見
と
れ
つ
ゝ

春
の 
一  
日 

い
ち 
じ
つ

投
稿　

短
歌

町
営
墓
地
基
本
構
想
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.nogi.tochigi.jp/
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町内の交通事故
9件数４

月
累
計

0死者
12傷者

41（2）件数（増減）
　

年
累
計（
前
年
比
）

１９

1（1）死者（増減）

49（5）傷者（増減）

もうやめよう
黄色信号

急加速

５月１日現在
　　人口 男 12,830人
　　 　　女 13,009人
　　 　　計 25,839人
　　世帯数   8,834

町の人口

今月の納期
町 県 民 税 第１期

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 杉  山 　
すぎ やま

 勝  美 氏
かつ み

（芝山２　６６歳）
 吉  川 　
よし かわ

 武  司 氏
たけ し

（松原４東　７７歳）
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平
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年
６
月
１
日
発
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広
報
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ぎ
（
４
２
９
号
）�
発
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野
木
町　
�
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
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●
野
木
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
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２
８
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１
１
７

１９
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 羽  兼 　
は がね

 勝  行 さん
かつ ゆき

「雨あがりの夜明け」

　エコクラフトを始めてから、５年ほ

ど経とうとしています。エコクラフト

は材料が安く、リーズナブルな趣味と

して最近流行しています。アレンジを

少し加えるだけで、全く違う作品に仕

上がり、オリジナリティーも出せるの

で、世界にひとつしかないものを作る

ことができます。

　みなさんもぜひ、チャレンジしてみ

てはいかがでしょうか。

　日頃から、大気中の粉塵が雨で流されて、空気が澄
んだ後の夜明けを狙っていた。そんな折、真っ赤な朝
焼けに出合えたので、好きな松原大橋の幾何学模様と
合わせて撮った。

撮影場所：松原大橋西側（松原地区）

山野井加代子さん
Kayoko Yamanoi

(松原３）ババババババババババババババババババババッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッバッグググググググググググググググググググググ

エコクラフト手芸

斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉
藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤

健健健健健健健健健健
之之之之之之之之之之

斉
藤　

健
之
助助助助助助助助助助助
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
さ
ん（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（　

歳
）

8888888888333333333383（（（（（（（（（（
丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸
林林林林林林林林林林
西西西西西西西西西西
下下下下下下下下下下

（
丸
林
西
下
）））））））））））

　「忙しくて、忙しくて・・・」と渋る健之助さんを粘
り強く交渉し、ついに登場していただくことに成功。
元気の秘訣はとの問いに、「やっぱり歩くことだね」と、
きっぱり。根っからのスポーツマンで、現在はゲート
ボールやグラウンドゴルフなどで汗を流す日々。
　写真は４月に行われた統一地方選挙の際に、明るい
選挙推進協議会のメンバーとしての啓発活動のワンシ
ーン。ボランティア活動にも熱心。赤い 法  被 姿がとて

はっ ぴ

もお似合いでした。


